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 19.その他資料 
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災害時の情報伝達 
（個人の安否確認） 

  ・家族、友人、職場など連絡先を登録しておきましょう。 

  ・連絡先が使えるか？普段から試しておくことが大事です。 

  ・災害伝言ダイヤル（１７１）を体験しておきましょう。 

  ・停電する固定電話は使えません、携帯電話もパンクします。 

  ・インターネットを利用した手段（メールやＬＩＮEなど）に慣れておきましょう。 

  ・停電を前提に、携帯や、ラジオの電源確保を考えておきましょう。 

 
（地域での安否確認） 

  ・各町会の班単位やマンション単位で、安否確認ができるルールやグープなどを 

     つくり、また定期的に訓練をしましょう。 

  ・グループリーダー（班長、理事長）の面談や情報交換を大事にしましょう。 

  ・他の町会やマンションとも、情報交換などを行ない、相互に刺激しながら防災 

     対策を進め、より良い地域を作りましょう。 

 
（組織の情報交換（要望）） 

  ・情報伝達のルールを明確にして訓練をしておかないと、イザと言う時に役に 

      立たない。 

  ・大江地区の被災情報や救助情報を得られる場所と手段を決めて公開しておく！ 
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